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資料３

第１回
出雲市新たな観光財源検討委員会
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１．新たな観光財源の必要性について
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⑴「出雲市観光基本計画」について

令和７年３月に策定した「出雲市観光基本計画」では、
安定的な財源確保の検討等について取り組むことを掲げて
います（80頁）。
本検討委員会では、この検討を具体的に行っていきます。

そこで、前提となる「出雲市観光基本計画」の中から、
本市の観光を取り巻く状況や現状分析について説明します。



①なぜ観光振興に取り組むのか？

4

観光産業は、人口減少・少子高齢化が進展する中、国内外からの交流人口と
旅行消費の拡大による経済効果は地方創生の鍵であり、観光地としてのブラン
ド力を有する出雲市にとっても、極めて重要な成長産業です。（6頁）

※出雲市総合計画評価検討会議及び出雲市デジタル田園都市構想
総合戦略推進会議 第2回会議資料5「出雲市の将来人口推計について」
から作成
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②出雲市の観光入込客数の推移

5

出雲大社の平成の大遷宮「本殿
遷座祭」が行われた平成25年
(2013)に大幅に増加し、以降、コ
ロナ禍を除き1,100万人以上で推移
している。コロナ禍により減少し
たものの、令和5年(2023)には令和
元年(2019)と同程度まで回復して
います。

出雲大社周辺入込客数は大遷宮
以降600万人台で推移し、令和5年
(2023)は711万人と平成25年(2013)
に次ぐ入込となりました。(20頁)



③観光宿泊客延べ数・宿泊施設の収容人数の推移

6

大遷宮以降、主にホテルや旅
館などの客室数の増加に伴い、
宿泊客延べ数は着実に増加して
います。

令和5年(2023)には過去最高
の84万人となりましたが、新規
立地にともなう収容人数の増加
量を考慮すると、既存施設にお
ける宿泊客数の伸びは小さいと
考えられ、新たな需要を創出で
きていない可能性があります。
(20頁)



④観光消費額・生産波及効果

7

観光消費額(出雲市来訪者の県内消
費額)は平成30年(2018)以降減少傾向
にあり、コロナ禍を除くと500～600億
円台で推移しています。

生産波及効果は約1.2倍となってお
り、国の約1.9倍(令和元年(2019))と
比較すると、地域の関連産業との連携
を強めるなど拡大の余地があります。

また、消費額単価も、全国平均と比
較すると金額規模が小さく、消費拡大
の余地があります。(21頁)

（億円）



⑤繁閑差

8

月別宿泊客延べ数における繁忙期(年
内の上位6か月)と閑散期(同下位)を比
較すると、繁閑差は減少傾向にありま
す。

しかしながら、令和5年(2023)にお
いても最多月(8月)と最少月(1月)の差
が2.9万人あるなど、更なるオフシー
ズン対策が必要です。(21頁)



⑥インバウンドの状況

9

出雲市の外国人宿泊客延べ数は、令和元年(2019)には、改元、出雲ソウル間の連続チャーター便
就航等で賑わい、平成21年(2009)の約6倍の11,552人まで増加しました。コロナ禍後、令和5年
(2023)には令和元年(2019)の約6割まで回復していますが、宿泊客全体に占める割合は1％未満の状
況です。(23頁)



⑦財源

10

市と観光協会を合わせた観光振興予算全
体(施設管理費等を除く)は、単年度限り等
の特別な国補助事業等を除き、概ね3億円
程度となっています。

近年、国の交付金等を活用し、予算全体
が増加傾向となっていますが、令和8年度
以降の交付金等の目途はなく、安定的な財
源確保が課題となっています。(27頁)



⑧現状分析

11(28頁)
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⑵「出雲市観光基本計画」における
目指すべき将来像とそのための戦略
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①基本理念
(10頁)



②目指すべき将来像

14(34頁)



③将来像の実現に向けた戦略

15(37頁)



④施策例
滞在価値向上のためのマーケティング力強化 滞在時間延長のための体験コンテンツ造成・磨き上げ

（例）
古来から伝わる風習
潮汲み体験

おもてなし環境の整備

二次交通の改善
（グリーンスローモビリティ）

内外への情報発信強化

コンセプトブック制作
（インナープロモーション）

公式LINE「出雲ファンクラブ」
多目的トイレ設置

インスタグラム「Izumo365」

（マーケティングに取組む人材の育成等、観光協会の組織力強化含む）
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⑶出雲市の財政状況



①出雲市の歳出決算額及び計画額について

18

◎人件費・扶助費等の義務的経費
は増加傾向にある。

◎投資的経費については、財政計画
の計画期間(2030年まで)後半に
おいても70億円台で推移する見込。

※出雲市財政計画【令和6年（2024）12月策定】
及び出雲市一般会計・特別会計歳入歳出決算書から作成

（百万円）



②出雲市の歳入決算額及び計画額について

19

◎市税収入は微増することが
見込まれるが、地方交付税
は、交付税措置のある市債
償還の進捗などにより減少
することが見込まれている。

◎その他収入も大きな増加は
見込めていない。

※出雲市財政計画【令和6年（2024）12月策定】
及び出雲市一般会計・特別会計歳入歳出決算書から作成

（百万円）
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⑷新たな観光財源の模索

〇令和８年度以降、国の交付金で賄われていた事業について
は財源の裏付けがなくなり( ⑴⑦)、また、その他観光財源
についても先細りが見込まれる( ⑶①②)。

〇他方で、現在は本市固有の観光資源やブランド力を活かせる
市場になっており(⑴①)、本市観光産業の成長を推進する
ための戦略に至るまでを記載した計画を策定した(⑵①～③)。

⇒ 計画の推進のためにも新たな観光財源について検討する
必要がある。
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